
  

「「「「御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発((((株株株株))))のののの使途不明金使途不明金使途不明金使途不明金？」？」？」？」

その３　　町への実績報告にはその領収書のコピーが添付されていた。

ごごごご支援支援支援支援のおのおのおのお願願願願いいいい！！！！

正会員正会員正会員正会員　　　　　　　　一口月額一口月額一口月額一口月額1,000円円円円（（（（何口何口何口何口でもでもでもでも可可可可））））　　　　　　　　　　　　賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員　　　　一口一口一口一口1,000円円円円（（（（何口何口何口何口でもでもでもでも可可可可））））

（（（（振込先振込先振込先振込先））））【〒【〒【〒【〒ぱるるぱるるぱるるぱるる口座口座口座口座　　　　記号記号記号記号17160番号番号番号番号33459351竹竹竹竹バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス問題住民訴訟原告支援者問題住民訴訟原告支援者問題住民訴訟原告支援者問題住民訴訟原告支援者のののの会会会会】】】】

＊ぱるる口座をお持ちの方は、ATMを利用してぱるる口座から振込みされますと手数料は無料です。
詳しいお問い合わせは、会事務局　電話:090-4473-7798　　住所：御船町御船1033－2まで。

　みんながみんながみんながみんなが知知知知りたいりたいりたいりたい！！！！特別号編特別号編特別号編特別号編

その２　　会社は機械等の発注先に代金も支払わず、領収書を要求していた。

その４　　町はその事実を知りながら、何の対応もしなかった。

その１　　会社は補助金のうち約1,500万円を目的以外に使っていた。　

その５　　住民グループによる刑事告発が警察による捜査を終え、不正の疑い

　　　　　があるとして検察庁に書類送検されていた。

＊会のホームページも是非ご覧下さい。　http://takebio.mifune.org/

　　　　7777月月月月13131313日日日日((((金金金金))))第第第第６６６６回口頭弁論回口頭弁論回口頭弁論回口頭弁論のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ

第６回口頭弁論が行われます。裁判は

文書のやりとりが主な内容ですが、御

船町民にとってとても大事な裁判です

のでぜひ傍聴しましょう！

日時：7月13日(金)　午前10時

場所：熊本地方裁判所
※午前９時30分より門前集会を行います。

　あわせてご参加下さい。

出発時間：　7月13日(金)　午前 8:30

集合場所：　御船町スポーツセンター駐車場付近

マイクロバスを用意いたします

知れば知るほどおかしな

話ばかり。町民への説明

責任をきちんと果たして

欲しい。
第３セクターとして

の事業になっていた

と思うと恐ろしい。 なんで会社から強制徴収

しないの？

3億円はいつ帰ってくるの？

平成24年度

  …………大切大切大切大切にしたいことにしたいことにしたいことにしたいこと…………

・   ・   ・   ・   竹竹竹竹バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス問題問題問題問題のののの真相究明真相究明真相究明真相究明

・・・・「「「「竹竹竹竹バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス問題問題問題問題がなぜがなぜがなぜがなぜ起起起起こったのかこったのかこったのかこったのか」「」「」「」「このようなこのようなこのようなこのような問題問題問題問題がががが今後起今後起今後起今後起こらないこらないこらないこらない

　　　　ためにはどうすればいいのかためにはどうすればいいのかためにはどうすればいいのかためにはどうすればいいのか」」」」をををを住民目線住民目線住民目線住民目線でででで考考考考えるえるえるえる

「竹ん子の会ニュースレター」特別号　平成24年7月7日発行

住民説明会住民説明会住民説明会住民説明会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ

日時日時日時日時　　　　　　　　７７７７月月月月20202020日日日日((((金金金金))))　　　　午後午後午後午後7777時時時時30303030分分分分

場所場所場所場所　　　　　　　　御船御船御船御船カルチャーセンターカルチャーセンターカルチャーセンターカルチャーセンター２２２２階階階階

　竹バイオマス事業が頓挫し、御船町は御船竹資源開発(株)に代わって会社

が受けた補助金約３億円を町税から国へ返しました。私たちは失われた血税

約３億円の責任を問うべく昨年６月14日に裁判を起こしました。１年が過ぎ、

広く町民の皆様にこれまでの経緯をお伝えするための機会を設けました。

　当日はこの裁判を担当していただいている板井弁護士、橋本弁護士、にも

ご出席頂く予定です。

　

御船御船御船御船
　　　　竹竹竹竹バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス問題住民訴訟問題住民訴訟問題住民訴訟問題住民訴訟

ぜひぜひぜひぜひ、、、、おおおお気軽気軽気軽気軽にごにごにごにご参加参加参加参加くださいくださいくださいください！！！！

竹竹竹竹バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス問題問題問題問題はははは？？？？

住民訴訟住民訴訟住民訴訟住民訴訟はははは？？？？

今今今今どうなっているのどうなっているのどうなっているのどうなっているの？？？？

いろんないろんないろんないろんな立場立場立場立場のののの方方方方々々々々からのからのからのからの率直率直率直率直なななな質問質問質問質問、、、、ごごごご意見意見意見意見などおなどおなどおなどお待待待待ちしていますちしていますちしていますちしています！！！！

視聴覚室視聴覚室視聴覚室視聴覚室

平成平成平成平成24242424年年年年

参加費無料参加費無料参加費無料参加費無料



  

竹竹竹竹バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス事業事業事業事業のののの問題問題問題問題

住民住民住民住民 弁護団弁護団弁護団弁護団H20H20H20H20

3333億円億円億円億円はははは返返返返っていませんっていませんっていませんっていません

10.10.10.10. 環境資源開発環境資源開発環境資源開発環境資源開発㈱㈱㈱㈱設立設立設立設立((((宮崎宮崎宮崎宮崎))))

11.1511.1511.1511.15 町町町町へへへへ計画書計画書計画書計画書がががが出出出出されるされるされるされる

11.1611.1611.1611.16 御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発㈱㈱㈱㈱設立設立設立設立

H21H21H21H21

2.102.102.102.10 会社会社会社会社へへへへ補助金補助金補助金補助金2222億円億円億円億円をををを支払支払支払支払うううう

日本政策金融公庫日本政策金融公庫日本政策金融公庫日本政策金融公庫からからからから融資融資融資融資
をををを断断断断られるられるられるられる

3.273.273.273.27

2.162.162.162.16

1111回目回目回目回目のののの融資確約書融資確約書融資確約書融資確約書

4.274.274.274.27 2222回目回目回目回目のののの融資確約書融資確約書融資確約書融資確約書

5.295.295.295.29

6.166.166.166.16 3333億円億円億円億円がががが支払支払支払支払われたことわれたことわれたことわれたこと
融資融資融資融資がががが断断断断られたことがられたことがられたことがられたことが
議会議会議会議会でででで明明明明らかとなるらかとなるらかとなるらかとなる

11.1011.1011.1011.10 町長町長町長町長がががが議会議会議会議会でででで御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発㈱㈱㈱㈱のののの第第第第３３３３セクターセクターセクターセクター化化化化をををを正式表明正式表明正式表明正式表明

H22H22H22H22

1.151.151.151.15 財団法人財団法人財団法人財団法人ＡＡＡＡ会会会会からあるとされたからあるとされたからあるとされたからあるとされた13131313億円億円億円億円のののの架空融資架空融資架空融資架空融資をををを
信信信信じじじじ、、、、第第第第３３３３セクターセクターセクターセクター案案案案をををを議会議会議会議会にににに提案提案提案提案、、、、可決可決可決可決

2.92.92.92.9

1.311.311.311.31

H23H23H23H23

町町町町がががが、、、、会社会社会社会社にににに代代代代わってわってわってわって約約約約３３３３億円億円億円億円をををを国国国国にににに返返返返すすすす

H24H24H24H24

6666月月月月 未未未未だだだだ、、、、3333億円億円億円億円はははは返返返返っていないっていないっていないっていない

会社会社会社会社へへへへ補助金約補助金約補助金約補助金約1111億円億円億円億円をををを支払支払支払支払うううう

6666月月月月
8888月月月月
9999月月月月

町長町長町長町長はははは、、、、議会議会議会議会でででで13131313億円億円億円億円のののの融資元融資元融資元融資元とととと
説明説明説明説明したしたしたした人物人物人物人物をををを訪訪訪訪れれれれ((((３３３３回回回回))))、、、、名前名前名前名前
をををを出出出出したことをしたことをしたことをしたことを謝罪謝罪謝罪謝罪したしたしたした。。。。

御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発御船竹資源開発㈱㈱㈱㈱にににに10101010万円万円万円万円
出資出資出資出資しているしているしているしている会社会社会社会社

資本金資本金資本金資本金のののの額額額額がががが予定予定予定予定のののの半分半分半分半分しかしかしかしか
集集集集まらなかったのだからまらなかったのだからまらなかったのだからまらなかったのだから、、、、慎慎慎慎
重重重重にににに判断判断判断判断すべきであったすべきであったすべきであったすべきであった。。。。
後後後後6666日待日待日待日待ってってってって、、、、融資融資融資融資をををを確認確認確認確認すれすれすれすれ
ばばばば回避回避回避回避できたできたできたできた。。。。

金額金額金額金額もももも金利金利金利金利もももも書書書書かれていないかれていないかれていないかれていない
一枚一枚一枚一枚のののの紙紙紙紙をををを確約書確約書確約書確約書とととと信信信信じてじてじてじて、、、、
約約約約1111億円億円億円億円のののの補助金補助金補助金補助金をををを出出出出したしたしたした。。。。

13131313億円億円億円億円のののの融資融資融資融資なしなしなしなし
会社会社会社会社がががが事業中止事業中止事業中止事業中止をををを申申申申しししし出出出出るるるる

町長町長町長町長はははは、、、、13131313億円億円億円億円のののの融資話融資話融資話融資話がががが架空架空架空架空
だったことをだったことをだったことをだったことを、、、、未未未未だだだだ公式公式公式公式にににに認認認認めめめめ
ていないていないていないていない

4.154.154.154.15 町監査委員町監査委員町監査委員町監査委員がががが町長町長町長町長にににに対対対対してしてしてして3333億円億円億円億円をををを町町町町にににに支払支払支払支払うようにうようにうようにうように勧告勧告勧告勧告するするするする

5.165.165.165.16 町長が勧告を拒否

住民訴訟提訴6.146.146.146.14

①①①①

②②②②

③③③③

  

　提訴から早1年。これまでに5回の口頭弁論が行われました。その概要は下の表を

ご覧ください。裁判を振り返って、重要なポイントを３つ紹介します。

3.3.3.3.裁判所裁判所裁判所裁判所がががが原告原告原告原告のののの主張主張主張主張をををを認認認認めめめめ、、、、会社会社会社会社にににに補助金補助金補助金補助金をををを支出支出支出支出したしたしたした行為行為行為行為もももも審理審理審理審理のののの対象対象対象対象にににに！！！！

　被告(町長)は「会社に補助金を支出した２回(２ページ①②)と、町が会社に代わ

って国へ約３億円を返したとき(２ページ③)、その都度住民監査請求をして裁判を

起こすべきであった」と主張しました。一方、私たち原告は今回の裁判において①、

②、③全ての行為を審理の対象とすべきだと主張してきました。

　５月11日に行われた第５回口頭弁論では、３人の裁判官の合議の結果、原告の主

張を認める形で①①①①、、、、②②②②、、、、③③③③全全全全てのてのてのての行為行為行為行為についてについてについてについて審理審理審理審理のののの対象対象対象対象とすることがとすることがとすることがとすることが明明明明らかにさらかにさらかにさらかにさ

れましたれましたれましたれました。。。。

2.2.2.2.金額金額金額金額もももも金利金利金利金利もももも書書書書かれていないかれていないかれていないかれていない確約書確約書確約書確約書２２２２通通通通

　町は、平成21年２月10日に会社に２億円の補助金を支払いました。会社は自己資

金の調達を全て融資に頼っていましたが、６日後の２月16日に日本政策金融公庫か

ら融資を断られました。ところが、町は５月29日に約１億円の補助金を再び支払い

ました。町長がその決断をした理由は、仁田脇幸蔵氏（会社に10万円出資した宮崎

環境資源開発役員）が出した金額金額金額金額もももも金利金利金利金利もももも全全全全くくくく書書書書かれていないかれていないかれていないかれていない融資確約書融資確約書融資確約書融資確約書をあてにをあてにをあてにをあてに

したものでしたしたものでしたしたものでしたしたものでした。。。。

1.1.1.1.国国国国へへへへ自主返納自主返納自主返納自主返納したことのしたことのしたことのしたことの矛盾点矛盾点矛盾点矛盾点

　約３億円を国へ自主返納する提案がなされた議会において、執行部は「返還命令

が出されることは必須の状況である。返還命令が成された場合、加算金が発生し更

なる負担を強いられることになる」と説明しました。しかし裁判の中では「法的に

は返還命令の要件を満たさない」けれども「今後の国との関係を考慮して自主的に

約３億円を返還した」と主張しています。議会議会議会議会やややや住民住民住民住民にににに説明説明説明説明してきたこととしてきたこととしてきたこととしてきたことと裁判所裁判所裁判所裁判所

へへへへ主張主張主張主張していることがしていることがしていることがしていることが矛盾矛盾矛盾矛盾しますしますしますします。。。。返還命令が出されない状況だったとすれば、自

主返納をしなくてもよかったのではないでしょうか。

裁判をふり返って

これまでの裁判の概要

第1回口頭弁論 H23.9.9 板井弁護士意見陳述。 答弁書提出

第2回口頭弁論 H23.11.18 橋本弁護士・吉井会長意見陳述、第1準備書面等提出

第3回口頭弁論 H24.2.3 野方弁護士意見陳述、第4準備書面等提出 第2準備書面等提出

第4回口頭弁論 H24.3.16  証拠書類等の提出

第5回口頭弁論 H24.5.11 板井弁護士意見陳述、第5準備書面等提出

住民（原告） 町長（被告）


